


















































































































































































































































「自分の地域に愛着を感じる」 4．6 3．8 3．60＋
「自分はこの地域の人たちと一体
ﾅあると感じる」
4．4 3．1 13．46＊＊
　　　＃回答形式はL「全くそう思わない」から5．「たいへんそう思う」までの5件法
　　　＋p〈0．10，＊pく0．05，p〈0，01
を同一視する作用を指す。社会的アイデンティティのうちの、特に具体的な特定
の集団の成員性の認識の強さをもたらすこの集団同一視の度合いが、社会的アイ
デンティティから集団行動を予測することのできる程度を左右するはずである、
というアイデアである。
　3．2．1．実証データの混舌Lとその説明
　ところがこれまでの実証研究の結果は、全体として、この集団同一視の役割に
ついての理論的主張を十分支持するに至ってはいない。集団同一視の大きさと社
会的アイデンティティの作用の指標（としての内集団バイアス等）の相関はそれ
ほど高くなく、特に最小条件集団状況（Tajfel，　H．　et　al．，1971）ではせいぜい中
程度にとどまることがヒンクルら（Hinkle，　S．　et　al．，1990）のレヴュー研究以来
しばしば指摘されている。
　この理由として、ヒンクルら（1990）は、社会的アイデンティティ維持・高揚
の様式である「社会的オリエンテーション」が、社会や集団によって異なるから
であると解釈している。っまり、社会的アイデンティティの肯定的評価は必ずし
も集団間の相対的比較を通して維持高揚されるとは限らない、という主張である。
この他にも、集団同一視の測定上の問題（Rubin，　M．　et・al．，1998）や、検証すべ
き実験状況の選択の問題が、この集団同一視の媒介効果の弱さに関連する可能性
が指摘されている（柿本、2006）。
　3．2．・2．状況の現実感の影響に関する仮説
　ここで、集団同一視の効果に関連する問題を、さらに状況の現実感（柿本、
2004など）という観点から検討することができるかも知れない。状況の現実感
とは特定の状況におかれた当事者が、どの程度その状況にリアリティを感じるの
かという主観的感覚を指すが、集団間状況における当事者の主観的な状況認識は、
特に社会的アイデンティティという観点から集団行動を説明する上では必須のも
40
「カテゴリー化」と集団機能
のとなる。状況を集団間状況であると当事者が認識することが社会的アイデンテ
ィティ概念に基づいた理論的な現象説明における大前提になるからである。
　こう考えると、集団同一視の媒介効果（の弱さ）に関する先の知見を説明する
新たな仮説として、次のような説明が成り立つのかもしれない。すなわち、これ
までの硬究では集団同一視と社会的アイデンティティの関係をコントロールする
潜在的要因としての状況の現実感の大きさが、実験状況ごとに異なっていたので
あり、それが関連の悪さの原因であるという考え方である。特に集団間状況とし
ての現実感の低い状況を用いた研究では、理論的に予測される集団同一視の媒介
効果が弱くなる傾向が推測される。実際、マレンら（Mullen，　B．　et・al．1992）は
実験室内で作り出された集団では、現実の集団を対象とした場合よりも内集団バ
イアスのサイズが小さいことを見出している。
3．3．集団状況と状況の現実感、集団同一視
　次に、集団状況において状況の現実感の大きさが重要であることを示唆する具
体例を示す。Table　1は筆者が2005年に群馬大学で行なった仮想世界ゲーム
（広瀬、1997）で、ゲーム終了直前に行なわれた「世論調査」から得られた結果
の一部である。仮想世界ゲームは、比較的インパクトの強い集団状況を作りだす
ことが知られている（柿本、2003）。
　まず状況の現実感を測定する11項目から算出した状況の現実感得点（柿本、
2005）に基づき、状況の現実感の強かったプレーヤー10名と弱かったプレーヤ
ー10名を選びだした。この人数は、欠損値があるために除外された7名を除い
た全プレーヤーの中で、状況の現実感得点のそれぞれ上位と下位25％ずっにあ
たる。次に、集団同一視の度合を測定する3項目の評定値にっいて両者を比較し
た（ここでの「集団」とは具体的にはゲームの中で設定されている「地域」を指
す。表中に項目内容を示した）。
　一見して明らかなように、いずれの項目にっいても状況の現実感の強かったゲ
ーム参加者は集団同一視の度合も大きかったのに対して、状況の現実感の弱かっ
た参加者はそれほど集団に同一視していなかったことが分かる（Table　1参照）。
すなわち、比較的インパクトの強い集団状況を作りだす仮想世界ゲーム状況にお
いてさえ、強い状況の現実感をプレーヤーがもたない場合は、そもそも集団への
同一視の程度が強くならないことを示していると言える。集団現象を検討するた
めに実験研究を行なう際には、状況の現実感が十分に保たれるように留意する必
要があることを示唆していよう。
　今後は、状況の現実感に関する先述の仮説と、集団の実体性（entitativity）
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（Campbell，　D．　T．，1958）や内集団の顕現性（salience）（Turner，　J　C．　et　al．，
1987）といった理論的に関連が予想される概念との関係を明確にすることが課題
となるであろう。
　注）
1）本稿は柿本・熊谷（2007）の第1、2、4節に基づきっっ、全体を構成し直し、大幅に
　加筆修正したものである。
2）　ここでは集団機能を、広く人間集団のもっ各種の働きという意味で用いる。
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